
「安くていい家をつくる会（愛ホーム）がカンボジアに学校を寄付」

～世界の恵まれない子供たちに「幸せのおすそ分け」を～

 

「子育て世代の家族こそ住まいを必要としている。だからこそ若い家族が安心して建てられる
『安くていい家』を提供するのが我々の使命である。」

そう語る、愛ホーム（南丹市 園部町）の高屋博文社長は、「子育て世代を応援する」という理念に沿って
『安くていい家をつくる会』の仲間と協力して、カンボジアの子供たちの ために学校を１棟寄贈することを決めた。

ポルポト政権の大粛清の傷跡がいまだに癒えないカンボジアでは
子供の数に対して圧倒的に学校が足りず校を建てる

費用も無いのが現実だと言う。 　

「なぜ学校を？」と聞いたところ「食料やお金ももちろん大切だと思いますが、長い目で見て国を変えていくには
何より教育が大切だと思うのです。そして私たちは建築業者だ から建物で何か貢献したいなぁと考えたのです。」

早ければ今年の夏には着工し、年末には完成するという。実は、愛ホームは創業以来、お施主様の住まいの引渡しが
無事に終わるたびに「幸せのおすそ分け」という名前で１棟 ごとに少しづつ貯をしてきたという。今回はその貯金に会社と

職員、お施主様か らの寄付を加えて学校を寄贈する。

「家づくりができるお施主様は幸せ、お施主様の喜ぶ顔が見られる私たちはもっと幸せ、
この『幸せのおすそ分け』を恵まれない方々のために使おうと、積み立ててきました。

 オーナー（引渡しが終わり入居しているお客様）の皆様も、自分たちの家づくりが
世界の恵まれない人々の役に立っていることをきっと誇りに思ってくださるはずです。
今後もラ イフワークとしてできる限り続けていきたい」と高屋社長は最後にそう語った。

 


